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SH7216グループ 
Ethernetと USB間のプロトコル変換動作例 

要旨 
本アプリケーションノートは、SH7216搭載の Ethernet関連モジュール（EtherC、E-DMAC）と USBファン
クションモジュールの組合せにより Ethernetと USB間でテキストデータを送受信するサンプルプログラムに
ついて説明しています。 

動作確認デバイス 
SH7216 
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1. はじめに 

1.1 仕様 
SH7216の Ethernet関連モジュール（EtherC、E-DMAC）と USBファンクションモジュールを使用し PC間
でテキストデータの転送を行います。（評価ボード型名：R0K572167C001BR） 

本応用例では、シリアルアプリ、および Telnetを搭載した２台の通信端末（ホスト PC(A)、ホスト PC(B)）
を利用し、以下の動作を行います。 

1. Ethernet→USBテキストデータ転送 
Telnetアプリで入力したテキストデータを SH7216上の Ethernet－USB変換ソフトウェアにより TCP/IPプ
ロトコルデータから USB COMクラスの通信データに変換しシリアルアプリに出力します。 

2. USB→Ethernetテキストデータ転送 
シリアルアプリで入力したテキストデータを SH7216上の Ethernet－USB変換ソフトウェアにより USB 
COMクラス通信データから TCP/IPプロトコルデータに変換し Telnetアプリに出力します。 

 
図 1に本応用例のシステム構成を示します。 

 

  

図1 システム構成 

 

1.2 使用機能 
• 割り込みコントローラ（INTC） 
• イーサネットコントローラ（EtherC） 
• イーサネットコントローラ用ダイレクトメモリアクセスコントローラ（E-DMAC） 
• コンペアマッチタイマ（CMT） 
• ピンファンクションコントローラ（PFC） 
• USBファンクションモジュール（USB） 
 

Ethernet-USB変換ソフトウェア

Etherコネクタ

SH7216評価ボード
(R0K572167C001BR)

USBケーブルEtherケーブル 

ホストPC(A) ホストPC(B) 

USBコネクタ 

Telnetアプリ シリアルアプリ 
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1.3 適用条件 
マイコン SH7216 
動作周波数 内部クロック： 200 MHz 
 バスクロック：  50 MHz 
 周辺クロック：  50 MHz 
統合開発環境 ルネサス エレクトロニクス製 

High-performance Embedded Workshop Ver.4.07.00.007 
Cコンパイラ ルネサス エレクトロニクス製 SuperH RISC engineファミリ 

C/C++コンパイラパッケージ Ver.9.03 Release 02 
コンパイルオプション High-performance Embedded Workshopでのデフォルト設定 

(-cpu=sh2afpu -pic=1 -object="$(CONFIGDIR)¥$(FILELEAF).obj"  
-debug -gbr=auto -volatile_loop -enable_register -chgincpath  
-errorpath -global_volatile=1 -opt_range=all -infinite_loop=0  
-del_vacant_loop=0 -struct_alloc=1 -nologo) 

 

1.4 関連アプリケーションノート 
• H8S/2472 and SH7216 uIP TCP/IP Protocol Stack Demonstration(Rev.2.00) 
• SH7216グループ USBファンクションモジュール USB HIDクラスアプリケーションノート 
• SH7727 USBファンクションモジュール USBシリアル変換アプリケーションノート 
• SH7216グループ Ethernetを使用したユーザプログラムモードフラッシュ書き換え動作例 アプリケー
ションノート 

• SH7216グループ USBファンクションモジュール USB Mass Storageクラスアプリケーションノート 
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2. 動作環境 
SH7216用サンプルプログラムを動作させるために必要な環境設定について説明します。 

 

2.1 ハードウェア環境 
本動作例で使用するハードウェアを以下に示します。 

• SH7216CPUボード（型名：R0K572167C001BR）×１式 
• USB2.0ケーブル×１本 
• Ethernetケーブル（クロスケーブル）×１本 
• Telnet端末用ホスト PC（OS：Windows XP、Windows Vista）×1台 
• シリアル端末用ホスト PC（OS：Windows XP、Windows Vista）×1台 
 

2.2 評価ボード環境設定 
1. SH7216用サンプルプログラム実行用モード設定 

SH7216CPUボードに電源を入れる前にモード設定用 SW5スイッチを「シングルチップモード」に設定し
てください。（表 1参照） 

表1 モード設定用 SW5スイッチの設定 

スイッチ シングルチップモード 機能概要 
SW5-1 ON 内蔵フラッシュメモリの書込み/消去プロテクト 
SW5-2 OFF MD1端子状態 
SW5-3 OFF MD0端子状態 
SW5-4 ON Ethernet機能有効 
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2.3 PC環境設定 
Telnet通信端末用ホスト PC(A)、およびシリアル通信端末用ホスト PC(B)の環境設定について説明します。 

 

2.3.1 Telnet通信端末用ホスト PC(A) 
 
1. TeraTerm、Hyper Terminal等の汎用通信ソフトをインストールしてください。 
2. IPアドレスとサブネットを以下のように設定してください。 

IPアドレス  ：192.168.1.77 
サブネットマスク ：255.255.255.0 

【注】上記 PC(A)の IPアドレスを変更する場合は、サンプルプログラム内の定義データの値も通信可能な値
に変更してください。（4.2の図 2参照） 

 

2.3.2 シリアル通信端末用ホスト PC(B) 
 
1. TeraTerm、Hyper Terminal等の汎用通信ソフトをインストールしてください。 
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3. サンプルプログラムの動作概要 
この章では、SH7216用サンプルプログラムの使用方法について説明します。 

以下の操作を行う前に、SH7216 CPUボードのスイッチが「シングルチップモード」の設定になっているか
確認してください。（表 1参照） 

3.1 使用方法 
 
以下の接続を行い、SH7216 CPUボードの電源を入れてください。 
• E10Aと SH7216 CPUボードをつないでください。 
• Telnet通信端末用ホスト PC(A)と SH7216 CPUボードを Ethernetケーブルで接続してください。 
• SH7216 CPUボードに USBケーブルを接続してください。 
 
1. 汎用通信ソフトを起動し、アプリケーションとして「Telnet」を使用し、TCP/IPに使用する IPアドレスに
「192.168.1.76」を設定してください。 

2. USBケーブルをホスト PC(B)に接続します。デバイスドライバを要求された場合は、新しいハードウェア
の検出ウィザードでデバイス認識作業を行ってください。その際、デバイスドライバは、

RN_EtherConvert.infファイル(WindowsXPの場合)を指定してください。 
 デバイスドライバ格納場所：C:¥WorkSpace¥sh7216_usb_etherconvert¥USB_CommClass_INF 

 
 【注】 1. WindowsVistaの場合は、RN_EtherConvertVista.infを選択してください。 
   2. 一度デバイスを認識した以降は、デバイスドライバ認識作業は不要です。 
 
3. ホスト PC(B)上で汎用通信ソフトを起動し、使用する COMポートを選択してください。 
4. シリアルポートの属性を表 2に示す値に設定してください。 
 

表2 シリアルポートの属性 

設定項目 値 
ポート番号 ホスト PC(B)が認識した SH7216 CPUボードの COMポート番号 
ボーレート 115,200bps 
データ 8bit 
パリティ なし 
ストップ 1bit 
フロー制御 なし 

 
5. 汎用通信ソフトの通信設定で、受信を「CR+LF」、送信を「CR」に設定、およびローカルエコー機能を
「有効」に設定してください。 

6. ホスト PC(A)の Telnet端末上でテキストデータを入力してホスト PC(B)のシリアル端末上にエコーバック
表示されれば、Ethernet->USBテキストデータ転送は正常に動作しています。同様にホスト PC(B)のシリ
アル端末上でテキストデータを入力してホスト PC(A)上の Telnet端末上にエコーバック表示されれば、
USB->Ethernetテキストデータ転送を確認できます。 

 
ファイル選択画面でファイル名を指定することによりテキストファイルのデータを送信することができ

ます。 
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3.2 ケーブル切断・接続時の動作 

3.2.1 USBケーブル切断・接続時 
USBケーブルを切断した場合、Ethernet－USBテキストデータ転送は行えません。ホスト PC(A)の Telnet
端末上で入力したテキストデータはプログラム内で廃棄されます。 

USBケーブルを再接続した場合は以下の処理を行ってください。 

1. ホスト PC(B)上でシリアル端末画面を開いている場合は、シリアル端末を一旦終了してください。 
2. 新たにホスト PC(B)上で汎用通信ソフトを起動し、3.1の（3）～（5）の操作を行い、シリアル端末を開い
てください。 

 
上記操作以降、再度 Ethernet－USBテキストデータ転送の動作は可能となります。 

 

3.2.2 Ethernetケーブル切断・接続時 
Ethernetケーブルを切断した場合、ホスト PC(A)上の Telnet通信端末は自動的に終了します。ホスト PC(B)
のシリアル端末上で入力したテキストデータはプログラム内で廃棄されます。 

Ethernetケーブルを再接続した場合は以下の処理を行ってください。 

1. 新たにホスト PC(A)上で汎用通信ソフトを起動し、3.1の（1）および（5）の操作を行い、Telnet端末を開
いてください。 

 
上記操作以降、再度 USB－Ethernetテキストデータ転送の動作は可能となります。 
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4. サンプルプログラムの仕様 
この章では、本応用例で使用する SH7216サンプルプログラムの仕様について説明します。 

 

4.1 機能 
1. Ethernet→USBテキストデータ転送 

Ethernet受信 
• 割り込み通知により、ホスト PC(A)からの Ethernetデータを受信 
• USB送信バッファにデータをコピー 

USB送信 
• USB送信バッファをポーリングし、USB送信データ有無を確認 
• USB送信バッファにデータがある場合、ホスト PC(B)へバルクインデータ転送 

2. USB→Ethernetテキストデータ転送 
USB受信 

• 割り込み通知により、ホスト PC(B)からのバルクアウト転送データを受信 
• USB受信バッファにデータをコピー 

Ethernet送信 
• USB受信バッファをポーリングし、Ethernet送信データ有無を確認 
• USB受信バッファにデータがある場合、TCP/IP通信によりホスト PC(A)へデータ転送 

3. USBケーブル切断・再接続 
切断 

• 割り込みにより検知し、USBデバイスを無効化 
• USBデバイス無効化以降、Ethernet受信データを廃棄 

再接続 
• 割り込みにより検知し、USBデバイスを有効化 
• USBデバイス有効化以降、Ethernet－USB変換機能有効 

4. Ethernetケーブル切断・再接続 
切断・再接続 

• 割り込みにより検知し、Ethernetリンク信号変化（LinkUp/Down）をリンク信号変化フラグに反映 
• リンク信号変化フラグをポーリングし、Ethernetリンク信号変化有無、およびリンク信号変化有り
の場合の LinkUp/LinkDownを確認 

LinkDown 
• uIP用タイマを停止し、Ethernetデバイスを無効化 
• Ethernetデバイス無効化以降、USB受信データを廃棄 

LinkUp 
• uIP用タイマ、Ethernetドライバ、および uIP(TCP/IPプロトコルスタック)初期化 
• Telnet接続後、Ethernetデバイス有効化 
• Ethernetデバイス有効化以降、Ethernet－USB変換機能有効 
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4.2 SH7216サンプルプログラム 
SH7216用サンプルプログラムは、メイン処理、TCP/IPプロトコルスタック、Ethernetドライバ、タイマド
ライバ、USBドライバから構成されます。 

 
サンプルプログラムは、Telnet接続用の IPアドレスとして「192.168.1.76」固定で使用します。 

【注】IPアドレスを変更する場合は、図 2に示すソースプログラム内の定義データ（ipAddrData）の値を変更
してください。 

 

(main.c) 
… 

/*  network data for Ethernet   */ 
static struct uip_eth_addr  mac_addr = {0x00,0x01,0x02,0x03,0x04,0x05} ; 
static uchar8_t             ipAddrData[4] = {192,168,1,76} ; 
static uchar8_t             netMaskData[4] = {255,255,255,0} ; 

… 

図2 IPアドレス定義 

 
図 3に SH7216用サンプルプログラムの構成を示します。図中の矢印は制御の向きを示します。 

 

SH7216

SH7216用サンプルプログラム

メイン処理

TCP/IPプロトコルスタック
(uIP)

Ethernetドライバ タイマドライバ USBドライバ

EtherC E-DMAC CMT USB

USB COMクラス
ドライバ

 

図3 SH7216サンプルプログラムの構成 

 



SH7216グループ Ethernetと USB間のプロトコル変換動作例 

R01AN0066JJ0110  Rev.1.10  Page 10 of 34 
2011.03.17  

4.2.1 メイン処理 
メインループ処理では、ポーリング制御により以下の処理を行います。 

• Ethernetケーブル挿抜によるリンク信号変化検出チェック 
• Ethernetフレーム受信チェック 
• uIP用タイマのタイムアウトチェック 
• USBデータ受信チェック 

 

ポーリング制御、データ送受信制御、およびデバイス有効/無効制御を行うフラグ一覧を表 3に示します。 

表3 制御フラグ一覧 

No. フラグ名 概要 
1 EtherLinkChgFlag リンク信号変化有無、およびリンク信号ありのとき

LinkUp/LinkDown情報を示すフラグ 
2 EtherDevEnableFlag Ethernetデバイスの有効／無効を示すフラグ 
3 UsbDevEnableFlag USBデバイスの有効／無効を示すフラグ 
4 BulkOutEnableFlag USB→Ethernetテキストデータ転送を制御するフラグ 
5 EtherInEnableFlag Ethernet→USBテキストデータ転送を制御するフラグ 
 
図 4から図 8にメイン処理のフローチャートを示します。 

 

図4 メイン処理フロー（1/5） 
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1

EtherLink信号
変化あり?

Ether Link Up?

タイマ初期化
timer_init()

NO

YES

タイマセット
timer_set()

Etherドライバオープン
R_Ether_Open()

Etherドライバ
オープン成功?

uip初期化
uip_init()

Telnetデーモン初期化
telnetd_init()

Ether Link信号変化フラグクリア

タイマ停止
timer_stop()

Etherデバイス無効

2

5

YES

YES

NO

NO

図25参照

図13参照

図26参照

 

図5 メイン処理フロー（2/5） 
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2

Etherフレーム受信
R_Ether_Read()

受信あり
uip_len > 0

送信データあり?
uip_len > 0

uip_arp_ipin()

uip_input()

TCPパケット到着?

uip_arp_out()

フレーム送信
R_Ether_Write()

ARPパケット到着?

uip_arp_arpin()

送信データあり?
uip_len > 0

フレーム送信
R_Ether_Write()

4

3

YES

YES

YES
YES

YES

NO

NO

NO

NO

NO

図14参照

図15参照

 

図6 メイン処理フロー（3/5） 
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タイマリセット
timer_reset()

Etherデバイス
有効?

3

YES

NO

periodic_timer
タイムアウト?

i = 0

i < UIP_CONNS

uip_periodic(i)

uip_len > 0

uip_arp_out()

フレーム送信
R_Ether_Write()

i ++

arp_timer
タイムアウト?

タイマリセット
timer_reset()

uip_arp_timer()

4

YES

YES

YES

YES

NO

NO

NO

図15参照

 

図7 メイン処理フロー（4/5） 

 



SH7216グループ Ethernetと USB間のプロトコル変換動作例 

R01AN0066JJ0110  Rev.1.10  Page 14 of 34 
2011.03.17  

 

4

Ether受信
データあり?

USB BulkIn転送
ActBulkIn()

NO

YES

USB受信データ空読み
ActEtherOut()

Ether受信
データあり?

5

YES

NO

図22参照

図11参照

 

図8 メイン処理フロー（5/5） 
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4.2.2 TCP/IPプロトコルスタック 
本応用例では、TCP/IPプロトコルスタックとしてオープンソースソフトウェアである uIP-1.0を使用します。 

uIPとは、8/16bitマイクロコンピュータ向けに SICSのAdam Dunkels氏が開発したTCP/IPプロトコルスタッ
クです。 

本応用例では、uIP上で動作する TCP/IPアプリケーションとして Telnetを使用します。 

 
【注】SICS：Swedish Institute of Computer Science 
 
図 9から図 10に Telnetアプリケーションのフローチャートを示します。 

 

telnetd_appcall

uip_flagsが
UIP_CONNECTED?

YES

NO

shell_start()

コネクション情報初期化

Etherデバイス有効設定
SET_ETHER_DEV_ENABLE

Telnet状態が
STATE_CLOSE

Telnet状態設定
STATE_NORMAL

uip_close()

1

NO

YES

 

図9 Telnetアプリケーション（telnetd_appcall）処理フロー（1/2） 

 



SH7216グループ Ethernetと USB間のプロトコル変換動作例 

R01AN0066JJ0110  Rev.1.10  Page 16 of 34 
2011.03.17  

 

YES

NOuip_flagsが
UIP_CLOSE or
UIP_ABORT or

UIP_TIMEDOUT?

closed()

Etherデバイス無効設定
SET_ETHER_DEV_DISABLE

uip_flagsが
UIP_ACKDATA?

acked()

uip_flagsが
UIP_NEWDATA?

newdata()

uip_flagsが
UIP_REXMIT or

UIP_NEWDATA or
UIP_ACKDATA or

UIP_CONNECTED or
UIP_POLL?

USB受信データEther送信バッファ出力
ActEtherOut()

senddata()

1

return

YES

YES

NO

NO

NO

図11参照

 

図10 Telnetアプリケーション（telnetd_appcall）処理フロー（2/2） 
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4.2.3 Ethernetドライバ 
Ethernetドライバは、SH7216のイーサネットコントローラ（EtherC）とイーサネットコントローラ用ダイ
レクトメモリアクセスコントローラ（E-DMAC）を使用したイーサネットフレームの送受信機能を提供する
関数群です。 

SH7216ではイーサネットフレームの送受信を効率的に行うためにイーサネットコントローラ専用の
DMAC（E-DMAC）が用意されています。E-DMACは、メモリ上に生成したディスクリプタを用いることで
容易に制御可能です。 

 
表 4に、Ethernetドライバの関数一覧を示します。 

 
表4 Ethernetドライバ関数一覧 

No. 関数名 内容 
1 ActEtherOut USB→Ethernet送信処理 
2 ActEtherIn Ethernet→USB送信処理 
3 R_Ether_Open EtherC, E-DMAC, PHYの初期化 
4 R_Ether_Read イーサネットフレームの受信 
5 R_Ether_Write イーサネットフレームの送信 
6 lan_isr EtherC, E-DMACの割り込み処理 

【注】R_xxx_xxxは、Ethernetドライバ公開関数を示します。 
 
図 11から図 16に各関数のフローチャートを示します。 
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ActEtherOut

count = 0

BULK OUTリングバッファ
データあり?

BULK OUTリングバッファから
データ（1Byte）取り出しバッファ

格納

BULK OUTリングバッファ
 Readポインタ更新

YES

NO

Telnetバッファ出力
shell_output()

Telnetバッファサイズ以上？
count >= TELNETD_CONF_LINELEN?

バッファ終端にNULL文字格納

Etherデバイス
有効?

count = 0

Telnetバッファデータあり？
count > 0?

バッファ終端にNULL文字格納

Etherデバイス
有効?

Telnetバッファ出力
shell_output()

BULK OUT
無効?

BULK OUTリングバッファ
空き容量（blankCnt）算出

空き容量あり?
blankCnt >= MaxPacketSize

BULK OUT有効設定
SET_BULK_OUT_INT_ENABLE

return

YES

YES

YES

YES

YES

YES

NO

NO

NO

NO

NO

 

図11 ActEtherOut処理フロー 
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ActEtherIn

USBデバイス
有効?

Ether受信データ（1Byte）
BULK INリングバッファ格納

WriteBulkInArea()

BULK INリングバッファ
空き容量(blankCnt)算出

NO

YES

空き容量なし?
blankCnt < KEEP_EMPTY_BUFFER

Ether IN無効設定
SET_ETHER_IN_DISABLE

return

Ether受信データ（1Byte）廃棄

NO

YES

 

図12 ActEtherIn処理フロー 

 

 

図13 R_Ether_Open処理フロー 
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R_Ether_Read

受信割り込みなし?
c_recv <= 0

EDMAC受信割り込み抑止

受信割り込みカウンタ更新
--c_recv

EDMAC受信割り込み抑止解除

YES

NO

受信フレームエラーなし?

受信データバッファコピー

受信データ長設定

受信ディスクリプタ有効設定
RACT = 1

受信要求ビットOFF?
RR:0

受信要求ビットON
RR = 1

受信ディスクリプタポインタ更新

return（受信データ長）

受信フレームステータスクリア

return（受信データ長）

YES

YES

NO

NO

 

図14 R_Ether_Read処理フロー 
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R_Ether_Write

送信中?
TACT:1

送信フラグON
f_send = 1

return(R_ETHER_ERROR)

YES

NO

送信ディスクリプタ設定

送信イネーブル
TACT = 1

送信完了?
f_send:0

1ms Wait

送信中?
TACT:1

400ms経過?

送信ディスクリプタポインタ更新

return(R_ETHER_OK)

NO

NO

NO

YES

YES

YES

 

図15 R_Ether_Write処理フロー 
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lan_isr

EDMACステータスレジスタ（EESR）読み出し
ステータスクリア

送信完了?

YES

NO

送信フラグOFF
f_send = 0

フレーム受信?

受信割り込みカウンタ更新
c_recv++

EtherC割り込み?

EtherCステータスレジスタ（ECSR）読み出し
ステータスクリア

リンク信号検出?

Ether Link信号変化フラグON

PHY部ステータスレジスタ読み出し

LNKSTA端子状態ビットON?
LMON

Ether Link信号変化フラグに
LinkDown情報設定

Ether Link信号変化フラグに
LinkUp情報設定

return

YES

NO

NO

NO

NO

YES

YES

YES

 

図16 lan_isr処理フロー 
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4.2.4 USBドライバ 
USBドライバは、SH7216の USBファンクションモジュール（USB）を使用したコントロール転送、バル
ク転送、シリアル変換対応処理を提供する関数群です。 

 
表 5に、USBドライバの関数一覧を示します。 

表5 USBドライバ関数一覧 

No. 関数名 内容 
1 ActBusReset バスリセット割り込み処理 
2 ActBusVcc USBバス接続／切断割り込み処理 
3 ActControlInOut コントロールイン・コントロールアウト処理 
4 ActControl コントロール転送処理 
5 ActBulkOut バルクアウトデータ受信処理 
6 ActBulkIn バルクインデータ送信処理 
7 BranchOfInt0 USBIFR0割り込み処理 
8 BranchOfInt1 USBIFR1割り込み処理 

 
図 17から図 24に各関数のフローチャートを示します。 

 

ActBusReset

バッファ、フラグ初期化
USBclear()

BRSTビットクリア
F_CLEAR_BUSRESET

FIFOクリア
CLEAR_ALL_FIFO

return
 

図17 ActBusReset処理フロー 
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ActBusVcc

VBUSFビットクリア
F_CLEAR_BUSVCC

CABLE_STATE
接続状態？

バッファ、フラグ初期化
USBclear()

YES

NO

USBデバイス有効設定
UsbDevEnableFlag = 0x01

USBデバイス無効設定
UsbDevEnableFlag = 0x00

FIFOクリア
CLEAR_ALL_FIFO

イネーブルD+端子
ENABLE_DPLUS_PULLUP

return
 

図18 ActBusVcc処理フロー 

 

 

図19 ActControlInOut処理フロー 
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図20 ActControl処理フロー 

 



SH7216グループ Ethernetと USB間のプロトコル変換動作例 

R01AN0066JJ0110  Rev.1.10  Page 26 of 34 
2011.03.17  

 

ActBulkOut

YES

NO

BULK OUT有効?
BulkOutEnableFlag:0x01

BULK OUTリングバッファ読み出し
GetPacket()

return

BULK OUTリングバッファ
空き容量（blankCnt）算出

空き容量なし?
blankCnt < MaxPacketSize

BULK OUT無効設定
SET_BULK_OUT_INT_DISABLE

YES

NO

 

図21 ActBulkOut処理フロー 
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ActBulkIn

BULK IN
エンプティ?

BULK INリングバッファ格納
PutPacket()

Ether IN無効?
EtherInEnableFlag：0x00

return

NO

YES

BULK INリングバッファ
空き容量（blankCnt）算出

空き容量あり?
blankCnt >= KEEP_EMPTY_BUFFER

Ether IN有効設定
SET_ETHER_IN_ENABLE

YES

NO

YES

NO

 

図22 ActBulkIn処理フロー 
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BranchOfInt0

USB割り込みイネーブルレジスタ読み出し
GET_INTERRUPT_ENABLE

USB割り込みフラグレジスタ読み出し
GET_INTERRUPT_REGISTER0

return

BRSTE

USB割り込みフラグ？

バスリセット
ActBusReset()

USBバス接続／切断検出
ActBusVcc()

EP0o、EP0i受信完了
ActControlInOut()

セットアップコマンド受信完了
ActControl()

EP0i転送リクエスト
ActControlInOut()

IRQ_CLEAR0

VBUSFE

EP0oTS, 
EP0iTS

SETUPTSE

EP0iTRE

255

図17参照

図18参照

図19参照

図20参照

図19参照

 

図23 BranchOfInt0処理フロー 
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return

EP1FULLE EP1FIFOフル
ActBulkOut()

IRQ_CLEAR0

255

BranchOfInt1

USB割り込みイネーブルレジスタ読み出し
GET_INTERRUPT_ENABLE

USB割り込みフラグレジスタ読み出し
GET_INTERRUPT_REGISTER1

USB割り込みフラグ？
図21参照

 

図24 BranchOfInt1処理フロー 
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4.2.5 タイマドライバ 
タイマドライバは、SH7216のコンペアマッチタイマ（CMT）を使用し、周期タイマ制御処理を提供する関
数群です。 

タイマドライバは、μIP用タイマとして使用します。 

 
表 6に、USBドライバの関数一覧を示します。 

表6 タイマドライバ関数一覧 

No. 関数名 内容 
1 timer_init CMT0初期化と起動処理 
2 timer_stop CMT0停止処理 
3 clock_time CMT0カウンタ値取得処理 
4 int_cmt0_isr CMT0割り込み処理 

 
図 25から図 28に各関数のフローチャートを示します。 

timer_init

CMT0初期化

CMT0開始

CMT0割り込み設定

return
 

図25 timer_init処理フロー 

 

 

図26 timer_stop処理フロー 
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図27 clock_time処理フロー 

 

 

図28 int_cmt0_isr処理フロー 
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4.2.6 セクション設定 
表 7に SH7216用サンプルプログラムのセクション情報を示します。 

 
表7 SH7216用サンプルプログラムのセクション情報 

No. アドレス セクション名 内容 
1 0x00000000 DVECTTBL ベクタテーブル 
2 P プログラム領域 
3 P_CH_CPG CPG設定プログラム領域 
4 C 定数領域 
5 

0x00000400 

D 初期化データ領域 
6 B 未初期化データ領域 
7 

0xFFF80000 
R 初期化データ領域（RAM配置用） 

8 0xFFF85000 R_CH_CPG CPG設定プログラム領域（RAM配置用） 
9 0xFFF88000 BETH_BUFF Ethernetバッファ領域 
10 0xFFF8C000 BETH_DESC Ethernetディスクリプタ領域 
11 0xFFF8FC00 S スタック領域 

【注】項番 7、8の Ethernetドライバ用領域は、32Byte境界に配置する必要があります。 
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5. 参考ドキュメント 
• ハードウェアマニュアル 

SH7216グループ ハードウェアマニュアル 
（最新版をルネサス テクノロジ ホームページから入手してください。） 

 
• SH7216グループ USBファンクションモジュール USB HIDクラスアプリケーションノート 
 
• SH7216CPUボード ユーザーズマニュアル 

SH7216CPUボード R0K572167C001BR ユーザーズマニュアル Rev.0.03 
 
• uip-1.0 リファレンスマニュアル 

"The uIP Embedded TCP/IP Stack" The uIP 1.0 Reference Manual(June 2006) 
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ホームページとサポート窓口 
ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/inquiry 
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A-1 

改訂記録 

改訂内容 
Rev. 発行日 ページ ポイント 
1.00 2010.09.07 — 初版発行 
1.01 2010.10.19 32 表 7を修正 
1.10 2011.03.17 — FRQCR設定後のリードを追加 

 



 

 

製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認ください。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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